
令和７年度 第２回 石巻市入札監視委員会議事概要 

 

開催日時  令和７年度７月１４日（月）午後１時３０分～午後４時１０分 

開催場所  石巻市役所 本庁舎 ５階 ５００会議室 

出席委員 

 委 員 長 小川 真儀 （弁護士） 

 委  員 三森 敏正 （石巻専修大学教授） 

      松川 幸代 （税理士） 

      鍵屋 浩司 （東北工業大学教授） 

      我妻 賢一 （宮城県） 

説明のため 

出席した職員 

 建設部 下水道建設課長、技術主幹兼建設係長 

     道路課長、技術課長補佐、技術主幹兼施設維持係長、主任技師 

     都市計画課長、都市計画係長 

 復興企画部 ＤＸ推進課長、システム管理係長、主幹 

 牡鹿総合支所 市民福祉課長 

 教育委員会 生涯学習課長、主査 

事 務 局 
 総務部長 

 管財課長 ほか４名 

審議事項 
 抽出事案の審議 

 （抽出事案は別紙１のとおり） 

委員からの 

意見・質問 

及び回答 

別紙２のとおり 

 

  



抽出事案一覧表                 別紙１ 

 

NO 件     名 入札方式 担当課 

１ 

令和６年度 

西流下単私３号大街道東一丁目地内枝線

築造工事 

指名競争入札 
建設部 

下水道建設課 

２ 

令和６年度 

石巻市網地島高齢者生活福祉センター・デ

イサービスセンター防災用照明設備修繕 

指名競争入札 
牡鹿総合支所 

市民福祉課 

３ 
令和６年度 

牧山西トンネル補修設計業務 
一般競争入札 

建設部 

道路課 

４ 

令和６年度～令和１１年度 

石巻市社会教育施設ＬＥＤ照明器具賃貸

借業務 

一般競争入札 
教育委員会 

生涯学習課 

５ 

令和６年度 

石巻市都市計画道路見直し検討業務（その

２） 

指名競争入札 
建設部 

都市計画課 

６ 
令和６年度～令和９年度 

仮想化基盤ソフトウェア使用 
随意契約 

復興企画部 

ＤＸ推進課 

 

  



抽出事案の審議                 別紙２ 

 

№１ 西流下単私３号大街道東一丁目地内枝線築造工事 

 

 

  

事業概要 私道内公共下水道設置申請のあった箇所について、単独費に

より公共下水道を整備するもの。 

入札経過、結果等 指名競争入札で執行し、石巻市の競争入札参加資格承認簿に

市内の本店で登録され、「石巻地区西部」に所在する者のうち、

「土木工事」の「Ｃ等級」に登録されている全１９者を指名し

たところ１者のみの応札のため、不調となった。 

そのため設計見直しと当初の指名条件に上位「Ｂ等級」を加

えた全３０者を指名したところ３者から応札があり、落札率は

９５．８％であった。 

審議事案選定理由 ① 指名業者の選定理由 

② 最低制限価格を設定した理由 

選定理由に対する説明 ① １回目が不調となったため、土木Ｃの「石巻地区東部」１０

者を加えることも考えたが、過去１０年の応札実績がない

ため、地域区分を西部のまま上位のＢを加えた。 

② 石巻市の契約規則に基づき当該工事は対象となるため。 

審議概要 
委員  指名競争の際に何者以上でなければというルールはあるか。 

担当課  指名であれば基本的には１０者以上としている。 

委員  辞退者が多い理由は分かるか。 

担当課 
 Ｂ、Ｃクラスに発注できる機会が少なく、公共工事としての

下水道工事の経験があまりないというのが実情だと思う。 



№２ 石巻市網地島高齢者生活福祉センター・デイサービスセンター防災用照明設備修繕 

 

  

事業概要 石巻市網地島高齢者生活福祉センター及び石巻市網地島デ

イサービスセンターの非常用照明及び誘導灯が故障しており、

令和９年末までに一般照明用のすべての蛍光灯の製造終了が

決定していることから、ＬＥＤに切り替えたもの。 

入札経過、結果等 指名競争入札で執行し、石巻市の競争入札参加資格承認簿に

市内の本店で登録され、「電気工事」の「Ｂ等級」に登録されて

いる全１６者を指名したところ６者から応札があり、落札率は

３５．９％であった。 

審議事案選定理由 落札率が３５％となった経緯 

選定理由に対する説明  公共積算と市場価格の乖離がある中で、今回は落札業者が器

具の仕入れ値や固定費の計上を安くできたため低落札率とな

った。 

審議概要 委員  落札金額があまりにも低すぎる。適切に履行できるよう最低

制限価格を設けないで大丈夫か。 

事務局  基本的に工事と工事に関連する設計等のコンサル業務の一

定の金額以上のものについて、最低制限価格を設定している。

今回は修繕のため最低制限価格は設定していない。 

委員  予定価格と落札額の乖離が大きい場合、ズレの原因を聞き取

りなどにより調査し、今後に活かせる仕組みを作っては。 

事務局  予定価格と落札額が大きく乖離しているものについては、発

注した担当課において、事業者から積算内訳などを求めて、本

当に履行ができるのか確認をするような、そういった対応も検

討したい。 



№３ 牧山西トンネル補修設計業務 

 

  

事業概要 本トンネルは、道路メンテナンス事業費補助金を活用し、長

寿命化修繕計画を実施している。 

業務については、令和４年度に実施した定期点検結果におい

て、健全度Ⅲ判定で早期措置を講ずる必要性のある結果であっ

たことから、安全度の向上を図るため、覆工面のひび割れ、浮

き・剥離対策の詳細調査、補修設計、工法検討等を行ったもの。 

入札経過、結果等  制限付一般競争入札で執行し、参加条件は石巻市の競争入札

参加資格承認簿に宮城県内の本店、支店又は営業所等で登録さ

れ、建設コンサルタント「トンネル」部門の登録があり「平成

２１年度以降に国、地方公共団体又はこれに準ずる機関が発注

した道路トンネルに係る「トンネル補修設計業務」を元請けと

して業務完了実績」を有する者とし、１０者から応札があり落

札率は８１．６１ ％であった。 

審議事案選定理由 ① 一般競争入札とした理由 

② 最低制限価格を設定した理由 

選定理由に対する説明 ① 本来、予定価格１０００万円以下なので指名競争入札とす

べきだが、今回業務の実績を求めているので、広く参加を

求めるため一般競争入札とした。 

② 市の契約規則で工事と工事に関連する設計等のコンサル業

務の一定の金額以上のものについては最低制限価格を設定

するため。 

審議概要 委員  最低制限価格未満失格が多かったが要因はなにか。 

担当課  補修設計業務で歩掛りの価格がないので、５者以上から見積

を徴収し、平均価格を積算価格としている。業者によってはど

うしてもバラつきがあるのかもしれない。 

委員  総合評価方式で発注していれば違う結果になった可能性が

あるが、総合評価方式で発注しようと思えばできる案件だった

のか。 

担当課  令和６年度は予定価格７５００万円以上の建設工事が総合

評価の対象であり、本業務は対象外であった。 



№４ 石巻市社会教育施設ＬＥＤ照明器具賃貸借 

 

  

事業概要 水銀灯の製造が終了したことに伴い、河北総合センター、遊

楽館及び桃生文化交流会館（アリーナ・ステージ）などの社会

教育施設において照明のＬＥＤ化を行う。令和６年度末ＬＥＤ

設置、令和７年度からリース開始。 

入札経過、結果等  制限付一般競争入札で執行し、参加条件は石巻市の競争入札

参加資格承認簿に「役務提供」で宮城県内の本店、支店、営業

所等で登録され、過去５年間のうちに、国又は地方公共団体の

発注による同規模施設のＬＥＤ照明器具賃貸借契約の事業実

績があり、ＬＥＤ照明器具交換工事を令和７年３月３１日まで

に完了し、令和７年４月１日からＬＥＤ照明灯の賃貸借を開始

でき、賃貸借期間中の設備の保守及び維持管理ができ、部品供

給ができる者とし、１者から応札があり落札率は９７．６３ ％

であった。 

審議事案選定理由 一般競争入札で入札が１者のみであった経緯 

選定理由に対する説明  交換方式を仕様書で器具の交換とランプ交換としたが、ラン

プ交換の対応可能な業者が実際少なかったのが原因と考えて

いる。 

審議概要 委員  参考見積は何者から徴収したのか、また落札業者からは徴収

したのか。 

担当課  落札業者１者のみである。 

委員  プロポーザル方式の検討はしたか。 

担当課  検討したが、より広く、より有利な条件で一般競争入札の方

が契約できると考えた。 

委員  他の業者が参加する可能性はあったのか。 

担当課  スポーツ施設のＬＥＤ照明器具賃貸借は他の業者が落札し

ている。 



№５ 石巻市都市計画道路見直し検討業務（その２） 

 

  

事業概要 人口減少や超高齢化社会が進行する中で、震災からの復興を

踏まえた持続可能な都市づくりとコンパクトでネットワーク

化された都市構造の構築を目的に都市計画道路網の見直しを

行うもの。 

見直しに当たっては、「都市計画道路見直しガイドライン（宮

城県）」に基づき作業を進めており、長期未着手路線の廃止及び

変更、未整備路線における整備の優先順位等を検討し、令和８

年度末を目標に将来都市計画道路網計画を策定するもの。 

入札経過、結果等  指名競争入札で執行し、石巻市の競争入札参加資格承認簿に

宮城県の本店、支店、営業所等の所在があり、建設コンサルタ

ントの「都市計画及び地方計画」並びに「道路」に登録、一般

社団法人都市計画コンサルタント協会へ業務分野を「交通計

画・設計」として登録され、宮城県内において類似業務の実績

があり、外部承認機関における承認登録を取得済みである全９

者を指名したところ、９者から応札があり、落札率は７４．２％

であった。 

審議事案選定理由 ① 指名数９者の根拠 

② 増額変更契約の理由 

選定理由に対する説明 ① 業務を円滑に進めるため、必要な条件を付した結果９者と

なった。 

② 業務着手の同じタイミングで立地適正化計画が策定され、

整合性を図る必要が生じ、項目を追加した。 

新たに都市計画道路が開通し、交通ネットワークに大きな

変化がみられたため、３か所の交通量調査を追加した。 

審議概要 委員  一般競争入札としないのはなぜか。 

担当課  検討したが、業務内容が各種計画との整合、広範囲に渡る交

通量推計を基に必要性を多方面からの評価、廃止路線の検討も

含める特殊な内容と判断し、契約の相手方を特定して実施する

必要があると判断したため指名競争入札とした。 

委員  変更となった要因（道路交通ネットワーク）は、発注時点で

想定できなかったか。 

担当課  ある程度把握していたものの、想定以上に交通量が変わって

いたので変更契約により追加した。 



№６ 令和６年度個別業務システム仮想化基盤ソフトウェア使用 

 

事業概要 端末からサーバーにアクセスするためのライセンスを更新

するためのライセンス使用契約。 

入札経過、結果等  仮想化環境については、ネットワンシステムズ株式会社が構

築し、運用保守（機器等のオンライン監視含む。）を行っている。 

 仮想化環境を構築し、運用するためには、専用のソフトウェ

アのほか、専門の知識、技術を必要とする。 

仮想化環境で使用される各種ライセンスには使用期限があ

り、期限がくる都度、更新のための調達作業を行うこととなる

が、これらのライセンスは購入し完成するものでなく、システ

ムに組み込む作業を伴うため、構築作業並びに運用保守を担

い、内容を熟知している当該事業者１者と随意契約を行った。

落札率は１００％であった。 

審議事案選定理由 内容と随意契約とした理由について 

選定理由に対する説明  市では住基や税など２０種類ほど業務システムがあり、当然

システム毎にシステム用の端末が必要となるが、２０台分のパ

ソコンの役割を１台の端末の中でそれぞれ分離した上で補う

技術を仮想化と呼んでいる。今回期限が切れたライセンスを更

新する内容である。 

 仮想化基盤という仕組みを構築し運用保守を担い、内容を熟

知している業者でなければ困難であるため１者随意契約とし

た。 

審議概要 委員  抜本的なシステム変更がない限り、この業者と随意契約を継

続することになるのか。 

担当課  そのようにならざるを得ないが、将来的には国が進めている

ガバメントクラウドにシフトしていくものと思われる。 

委員  基本的には、会社の変更はない。そうすると競争が働かない

と思うが金額の妥当性はどう判断しているのか。 

担当課  今回の契約のライセンスの部分に関しては、どこが扱っても

大きく差が出ることはないと思っている。システム部分に関し

ては基本的に仮想化の仕様そのものが、同じものを使っている

市町村はないので金額の比較は難しい。 


